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一
、
し
ゃ
み
猫
博
士

の
冒
険

作
　
秋
浜
悟
史

作
曲
　
構
成
　
杉
浦
弘
和

〈語
り
〉
稽
垣
隆
史
　

〈細
樟
三
絃
〉
杉
浦
弘
和

　

〈太
悼
三
絃
〉

坂
井
敏
子
　

〈琵
琶
〉
山
田
美
喜
子
　

〈胡
弓
）
畦
地
慶
司

　

〈打

楽
器
〉
尾
崎
太

一　
藤
舎
成
敏

一
九
七
二
年
に
つ
く
ら
れ
た
、
三
本
稔
監
修
　
解
説
に
よ
る

「
日
本
の
楽

器
人
間
」

（
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
Ｅ
Ｌ
Ｓ
三
二
四
二
―
三
）
に
お
さ
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
三
絃
を
中
心
と
し
な
が
ら
そ
の
種
類
、
各
種
の
奏

法
及
び
表
現
等
が
新
劇
界
の
鬼
才
と
う
た
わ
れ
る
秋
浜
悟
史
氏
の
す
ぐ
れ

た
台
詞
と
、
三
絃
奏
者
と
し
て
三
絃
を
知
り
つ
く
し
た
杉
浦
弘
和
の
適
切

な
る
作
曲
　
構
成
に
よ
り
初
心
者
に
も
楽
し
く
理
解
で
き
る
よ
う
と
の
意

図
で
つ
く
ら
れ
た
作
品
で
す
。

二
、
ア
ジ

ア
の
音
楽
か
ら

篠

笛
〉
鯉
沼
広
行
　
西
川
浩
平

　

〈尺
八
〉
福
田
輝
久
　
田
島
直

士
　
藤
崎
重
康

　

〈三
絃
）
杉
浦
弘
和

　

〈琵
琶
〉
山
田
美
喜
子

田
原
順
子
　

〈胡
弓
）
畦
地
慶
司

　

〈等
〉
花
房
は
る
え
　
飯
吉
圭

子
　
小
室
圭
子

・
倉
持
和
技
　

〈二
十
絃
事
〉
吉
村
七
重
　

〈十
七

絃
〉
池
上
早
苗

　

〈打
楽
器
）
堅
田
啓
輝

・
高
橋
明
邦

〈指
揮
〉
田
村
拓
男

□
中
国
―
―
ヤ
オ
族
の
踊
り

《編
曲
》
牧
野
由
多
可

中
国
市
部
広
西
省
雲
南
山
地
の
も
の
。
農
業
を
い
と
な
む
少
数
民
族
で
、

今
な
お
中
国
南
部
の
古
い
文
化
を
固
持
し
て
い
ま
す
。

□
ベ
ト
ナ
ム
ー
ー
リ
　
カ
イ

・
ダ

《編
曲
》
長
沢
勝
俊

大
本
の
歌
と
い
う
意
味
で
、
北
部
ベ
ト
ナ
ム
で
争
の
伴
奏
で
う
た
わ
れ
る

民
謡
。

ロ
ビ
ル
マ
ー
ー
イ
エ
ゲ
ン
　
タ
ン

《編
曲
》
牧
野
由
多
可

ビ
ル
マ
の
伝
統
音
楽
。
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
夜
明
け
を
つ
げ
る
音
楽
と
し

て
演
奏
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
が
、
現
代
で
は
い
ろ
い
ろ
な
会
合
や
社
会

的
行
事
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ロ
マ
レ
ー
シ
ア
ー
ー
ス
ラ
ン
パ
ン
　
ラ
オ
ト

《編
曲
》
牧
野
由
多
可

海
の
か
な
た
と
い
う
意
味
で
、　
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
漁
村
の

人
々
に
人
気
の
あ
る
ダ
ン
ス
曲
。

ロ
フ
ィ
リ
ピ
ン
ー
ー
レ

ロ
ン

・
レ
ロ
ン
・
シ
ン
タ

《
編
曲
》
長
沢
勝
俊

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
広
く
歌
わ
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
子
守
唄
。

ロ
バ
リ
ー
ー
メ
オ
ン
　
メ
オ
ン

《編
曲
》
三
木
稔

バ
リ
島
で
は
誰

一
人
知
ら
な
い
も
の
の
な
い
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
猫
の
歌
。

ロ
ジ
ャ
ワ
ー
ー
エ
ス
　
リ
リ
ン

《編
曲
》
三
木
稔

エ
ス
　
リ
リ
ン
と
は
ア
イ
ス
　
キ
ャ
ン
デ
ー
と
い
う
意
味
で
、
子
供
達
の

遊
戯
曲
。



三
、
竹
取
物
語
よ
り
「
竜
女

の
玉
」

作
　
海
津
勝

一
郎

作
曲
　
長
沢
勝
俊

〈語
り
〉
稽
垣
隆
史

　

〈篠
笛
　
能
管
〉
望
月
太
八
　

〈尺
八
〉
宮

田
耕
八
朗

・
坂
田
誠
山

・
三
橋
貴
風
　

〈笙
）
畦
地
慶
司
　

〈細
樟

三
絃
〉
杉
浦
弘
和

　

〈太
樟
三
絃
〉
坂
井
敏
子
　

〈琵
琶
〉
半
田
綾

子
　

〈筆
〉
砂
崎
知
子
　

〈二
十
絃
等
〉
野
坂
恵
子
　

〈十
七
絃
〉

池
上
早
苗

　

〈打
楽
器
〉
尾
崎
太

一　
藤
舎
成
敏

・
堅
田
啓
輝

・
高

橋
明
邦

　

〈合
唱
〉
団
員

・
研
究
団
員

〈指
揮
〉
田
村
拓
男

日
本
の
代
表
的
な
古
典
で
あ
る
竹
取
物
語
を
素
材
と
し
て
語
り
と
音
楽
の

自
由
な
組
合
せ
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
フ
ア
ン
タ
ジ
ー
で
す
。
古
典
の
も
つ

私
の
「竹
取
物
語
」

海
津
勝

一
郎

竹
取
の
物
語
は
最
も
古
く
、
そ
し
て
美
し
い
作
品
で
す
。
こ
の
名
作
を

音
楽
に
移
す
に
あ
た
っ
て
、
最
初
は
原
作
の
通
り
に
と
思
い
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
作
曲
者
長
沢
さ
ん
は
腕
に
よ
り
を
か
け
て
新
鮮
な
音
づ
け
を

す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
し
、
語
り
手
の
稽
垣
さ
ん
は
舞
台
で
鍛
え
た
朗

唱
術
を
駆
使
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
お
喋
り
を
す
る
の
は
明
ら
か
で
す
。
そ
れ

な
の
に
台
本
ば
か
り
が
原
作
の
ま
ま
で
は
ち
と
蒲
で
あ
り
、
物
足
り
な
く

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
原
作
の
簡
潔
な
美
し
さ
が
壊
れ
て
了
う
の
を
お
そ

れ
な
が
ら
も
脚
色
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
も
う

一
つ
。
原
作
で
は
か
ぐ
や
姫
は
人
間
の
男
達
の
嘘
と
無
能

に
失
望
し
て
天
に
帰
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
で
は
い
か
に
も
姫
が
気
の
毒
で

す
。
折
角
こ
の
世
に
下
っ
て
来
た
天
女
様
に
人
の
世
の
尊
い
も
の
を
何
か

一
つ
見
つ
け
て
昇
天
し
て
欲
し
か
っ
た
Ｉ
‥
そ
れ
が
脚
色
の
動
機
で
す
。

日
本
語
の
語
感
の
美
し
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
劇
的
な
要
素
を
も
り
こ
み
、

ま
た
音
楽
の
面
で
は
邦
楽
器
の
も
つ
個
性
を
充
分
生
か
し
な
が
ら
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
を
保
っ
て
い
く
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。
台
本
は
国
文
学

に
造
詣
が
深
く
、
創
作
舞
踊
の
台
本
に
数
多
く
の
名
作
を
発
表
さ
れ
て
い

る
海
津
勝

一
郎
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
語
り
は
劇
団
民
芸
で
活
躍

さ
れ
て
お
り
音
楽
に
も
め
っ
ぽ
う
強
い
稽
垣
隆
史
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

☆
客
演
者
紹
介

〈語
り
）
の
袷
垣
隆
史
さ
ん
は
、
昭
和
１２
年
群
馬
県
渋
川
市
生
ま
れ
。
子
供

の
こ
ろ
か
ら
音
楽
家
を
志
望
し
、
ビ
ア
ノ
を
豊
増
昇
氏
に
師
事
。
俳
優
座
養

成
所
を
経
て
、現
在
劇
団
民
芸
に
所
属
。
最
近
の
舞
台
で
は
″セ
ー
ル
ス
マ
ン

の
死
″
の
ハ
ッ
ピ
ー

ロ
ー
マ
ン
の
役
で
絶
賛
を
博
し
、
日
下
今
秋
上
演
予
定

の
″炎
の
人
ゴ
ッ
ホ
″
の
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
役
に
精
進
中
。

制
作
に
あ
た

っ
て

今
回
の
″楽
し
い
邦
楽
演
奏
会
″
で
は
、
「語
り
と
音
楽
」
を
中
心
に
取
上

げ
、
語
り
と
音
楽
の
新
し
い
接
点
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
の
国

々
の
民
族
的
音
楽
を
日
本
楽
器
に
よ
る
編
曲
で
聴
い
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

日
本
音
楽
集
団
で
は
邦
楽
や
邦
楽
器
に
対
す
る
現
代
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
方
で
積
極
的
に
試
み
て
来
ま
し
た
が
、
今
回
は
特
に

舞
台
的
効
果
を
も
計
算
に
入
れ
構
成
し
た
も
の
で
、
比
較
的
邦
楽
に
な
じ

み
の
う
す
い
方
々
に
も
楽
し
く
聴
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
意
図
の
も

と
に
制
作
し
た
も
の
で
す
。

楽
し
い
と
い
う
言
葉
が
単
な
る
安
易
さ
に
堕
き
な
い
よ
う
、
心
あ
た
た

ま
る
内
容
の
あ
る
演
奏
会
に
な
る
よ
う
心
し
ま
し
た
。

（表
紙
デ
ザ
イ
ン

戸
井
昌
造
）

長
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俊


